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（様式８・別紙１）
F o r m 8 ・ S e p a r a t e  S h e e t

Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

松岡とも子 

論文題目
T i t l e

韓国近現代画家金煥基の南北分断体験と制作―1950 年代におけるモチーフの

変遷と時代性に着目して 

 本論文は、韓国近現代美術の代表的な画家のひとりとされる 金煥基
キム・ファンギ

（1913～1974）に

焦点をあて、1950 年代の彼の創作活動と作品のモチーフを本人の生活状況や人間関係、社

会的背景や時代的動向を踏まえて詳細に分析し、韓国近現代絵画史における彼の位置づけ

を精緻化することを目的とする。 

 金煥基に関する先行研究は、画題・構図・技法などの長期的変遷を作品分析により明ら

かにするものが主流であった。それに対して本論文では、作品だけでなく、新聞や雑誌の

記事、インタビュー記録、書簡などの一次資料を未発掘だったものも含めて網羅的に収集

し、１）日本統治期の東京留学、２）植民地解放後のソウル滞在、３）南北分断・朝鮮戦

争の前後、４）パリ滞在という時期区分に沿って整理し、綿密に分析している。 

本論文は序論と結論を含めて全６章からなる。 

序論では、問題の所在、先行研究、本論文の目的と方法と構成が説明されている。松岡

は、多くの先行研究において作品のモチーフの「朝鮮らしさ」や「韓国らしさ」が論者の

主観により決められていることを指摘し、論者が文脈を把握できないモチーフが考察対象

から除外されてきたことを批判している。また、先行研究ではしばしば日本統治期の延長

線上にあるとみなされてきた植民地解放後の創作活動を、変動する社会情勢や画家の生活

状況を踏まえて再検討し、その特徴を正しく把握することの重要性を説いている。 

第１章「日本留学と故郷の風景」では、故郷 箕佐島
キ ジ ャ ド

（現在の 安佐島
ア ン ジ ャ ド

）での生い立ちか

ら、日本での留学生活、そして帰国後に東京の美術団体を退会するまでの修養期を扱う。

この章で松岡は、駆け出しの画家としての生活状況や人間関係を紹介するとともに、日本

の展覧会へ出品した作品に描かれた故郷のモチーフを分析している。これにより、当時の

金煥基の作品には、日本人が期待する朝鮮的風景にとどまらず、出身地の島の人間にしか

持ちえないローカルな感性や、日本統治下における朝鮮人の葛藤が現れていることを示し

ている。 

第２章「南北分断と陶磁器絵画の始まり」では、1945 年の植民地解放後から朝鮮戦争勃

発直前までの目まぐるしい社会変化のなかで、金煥基が従来の油彩画に代わって出版物の

挿絵に力点を移行して展開した創作活動の実態を明らかにする。とりわけ、画家が 1950 年

代の代表的モチーフとなる朝鮮時代の白磁の絵画をこの時期に制作し始めたことを重要視

し、どのような状況でそうした絵画を描き始めたのか、それらは日本統治期に描かれた壺

や甕の作品とどのように違うのかを分析する。 

第３章「朝鮮戦争と避難生活下の絵画」では、1950 年の朝鮮戦争勃発から 1953 年の休

戦協定までの時代を扱い、釜山に避難した同僚の画家たちが困窮するなかで、金煥基が韓



国画壇の維持に尽力していた様子を描き出す。この時期の作品には避難民の過酷な現実や、

離散を免れた家族がともに暮らせる幸福感が反映されていることを示し、さらには、新機

軸として現れた仏像のモチーフが統一新羅時代の歴史を賞揚する当時の韓国の文化政策と

軌を一にしていたことも明らかにした。 

第４章「パリ滞在の期待と落胆」では、1953 年の休戦協定以降、1956 年から 1959 年に

かけてのパリ滞在までの時期を扱っている。本章が明らかにしているのは、日本留学時代

から金煥基が抱いていたパリ美術界への憧れと現実とのギャップ、そしてパリ滞在中の経

済的困窮である。「韓国的な」情緒を西欧画壇に広く紹介することを仲間に期待されて送り

出された金煥基は、自らの意気込みとパリ美術界からの評価のズレに落胆し、新たな作風

を生み出すこともなく、生活に困窮したまま帰国した。 

結論として松岡は、これまでの議論によって、1950 年代の韓国画壇において金煥基とそ

の作品がいかに必要とされ、画家自身が韓国国内の期待に応えようとしていたかが明らか

になったと述べる。パリにおいてその「情緒的」な作風をかたくなに変えなかったのも、

韓国国内における自身の作品の意義を重要視していたことを示すものであったと指摘する。 

月単位で再構成された画家の詳細な経歴に基づく松岡の作品解釈は説得力がきわめて

高く、本論文は金煥基の作家論・作品論として末永く参照されると期待される。それに加

えて、あえて現存作品の少ない 1950 年代という時代に注目しているという点でも、本論文

の学術的意義は大きい。朝鮮史研究において 1950 年代は、植民地期と 1960 年代以降の軍

事独裁政権期の間に挟まれているため、研究が立ち遅れてきた。また、朝鮮戦争とその後

の混乱のせいで資料が散逸しているため、研究自体が困難であった。1950 年代の実証的研

究が増えてきたのはここ 15 年ほどのことであり、その帰結として、その前後の時代の歴史

像も見直されつつあるのが現状である。 

 そうしたなかで、本論文は、金煥基というひとりの画家の生活と作品を基軸として、1950

年代前後の韓国文化史の一側面を丹念な資料の収集と分析によって綿密に、かつ説得力を

もって描き出したという点で、研究史上重要な意義を有している。各時代の社会的・文化

的背景を踏まえつつ、金煥基の生活状況や人間関係に照らして個々の作品を解釈するとい

う方法は、堅実であるばかりでなく、発見的でもある。たとえば、従来の研究では、焼き

物をモチーフとした作品の表面的な類似から、植民地期と解放後の画家の創作活動の連続

性が想定されてきたが、松岡は時代的背景や画家の生活状況の違いから、それらの作品が

異なる意義を持つことを明らかにした。また、朝鮮戦争期の人民軍によるソウル占領と画

家たちの釜山での避難生活を、《避難列車》(1951 年)や《バラック》（1951 年）といった作

品の分析を通して再構成した記述は、先行研究には前例のない具体的かつ詳細なものであ

り、本論文の数ある貢献のうち白眉といえる。残されたわずかな油彩画だけでなく、雑誌

の表紙絵や挿絵なども検討し、画家や文学者などの人的ネットワーク、生計を立てるため

の文筆活動など、当時の状況が手にとるように分かる記述となっており、高く評価できる。 

もっとも、さらなる研鑽の余地もある。本論文は、金煥基の作風に具象表現が残る 1950

年代までに焦点をあてており、画家が渡米した 1960 年代から没年までの抽象絵画時代に

ついては詳細に論じていない。ニューヨークを拠点とした抽象絵画への作風転換のプロセ

スを解明することは、今後の重要な課題のひとつである。また、1950 年代の韓国画壇の画

家たち、あるいは海外で評価を得た他の韓国画家たちとの比較も課題として残る。加えて、



本論文には、特定の画家の生活や経歴の微視的な分析が、個人的経験のレベルを超えた社

会的・文化的事象の考察や超域的・通時的テーマの解明に十分活かしきれていないという

面があることも否めない。たとえば、帝国主義と美術制作の関係や戦災による文化の喪失

の問題がそれに当たる。 

しかしながら、これらは本論文の成果を踏まえたうえで今後の長期的な研究課題として

発展させるべき点であり、これらにより本論文の持つ重要な学術的価値が損なわれるわけ

ではない。韓国近現代美術を代表するひとりの画家のすぐれた作家論・作品論である本論

文は、ひとたび公開されれば、近現代美術史研究や朝鮮文化史研究の発展に大きく貢献す

ると期待される。以上の理由により、審査委員会は全員一致で、本論文が博士の学位授与

に値すると判断した。 
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